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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の異なる撮像手順の１つの実行に対して複数の動作モードの１つにおいて選択的に
動作可能である診断用超音波システムにおいて、前記診断用超音波システムが、
　撮像において使用するために前記システムに超音波プローブを接続するコネクタ、
　画像表示画面、及び
　透明材料のシートにより形成された滑らかな上面と、ユーザ制御に対応する固定された
位置において前記シートの下側に配置された複数の制御グラフィックスであって、暗い不
透明な色により囲まれる前記制御グラフィックスと、前記ユーザ制御の固定された位置に
制限される照明領域を規定する前記制御グラフィックスの下のバリア層であって、前記照
明領域が選択的に照らされる光源を含む、当該バリア層と、前記光源に結合された照明コ
ントローラとを有するユーザ制御パネル、
を有し、
　ユーザ制御の異なるグループが、選択されたモード又は手順の間に前記制御の必要性に
よって異なる動作モード又は撮像手順中の使用に対して照らされ、不要なユーザ制御の照
明は、前記不要な制御が前記暗い不透明な色によってユーザに対して実質的に不可視であ
るように消される、
診断用超音波システム。
【請求項２】
　前記暗い不透明な色が、黒である、請求項１に記載の診断用超音波システム。
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【請求項３】
　前記透明材料のシートが、ガラスシートを有し、前記制御グラフィックスが、前記ガラ
スシートの裏側に映写され、黒いペイントにより囲まれる、請求項２に記載の診断用超音
波システム。
【請求項４】
　ユーザによる制御の容量性作動のために制御グラフィックスの場所に前記ガラスシート
に付着された複数の容量性ホイルを有する、請求項３に記載の診断用超音波システム。
【請求項５】
　前記バリア層が、前記ユーザ制御の下に複数のくぼみを有し、前記複数のくぼみの各々
が、所定のくぼみ内の光をその上のユーザ制御に制限するように前記バリア層の上で対応
するユーザ制御の周辺に接する、請求項１に記載の診断用超音波システム。
【請求項６】
　前記バリア層が、前記ユーザ制御に対して拡散器フレーム及び光パイプを有する、請求
項５に記載の診断用超音波システム。
【請求項７】
　前記光源が、前記くぼみに配置されたＬＥＤを有する、請求項５に記載の診断用超音波
システム。
【請求項８】
　前記照明コントローラが、前記バリア層に固定されたプリント回路基板を有し、前記Ｌ
ＥＤが、前記プリント回路基板に電気的に結合され、前記ＬＥＤの照明が、前記プリント
回路基板により制御される、請求項７に記載の診断用超音波システム。
【請求項９】
　前記光源が、同じくぼみに配置された異なる色のＬＥＤを有し、前記異なる色が、前記
ユーザ制御の機能の状態によって前記ユーザ制御を照らすのに使用される、請求項７に記
載の診断用超音波システム。
【請求項１０】
　前記ユーザ制御の状態が、利用可能又はアクティブである、請求項９に記載の診断用超
音波システム。
【請求項１１】
　前記システムが、前記ユーザ制御パネルに結合されたスイッチを有し、前記スイッチが
、前記制御パネルの上面の洗浄中に実質的に全ての前記ユーザ制御の照明を消すように作
動される、請求項１に記載の診断用超音波システム。
【請求項１２】
　前記照明を消す前記スイッチの作動が、前記ユーザ制御を制御機能から停止するように
動作する、請求項１１に記載の診断用超音波システム。
【請求項１３】
　前記スイッチが、前記制御パネルの上面以外の前記超音波システム上の位置に配置され
る、請求項１１に記載の診断用超音波システム。
【請求項１４】
　前記照明を消す前記スイッチの作動が、前記制御パネルの前記ユーザ制御及び周囲の領
域を黒くさせる、請求項１２に記載の診断用超音波システム。
【請求項１５】
　前記ユーザ制御の１つが、ユーザの位置に向かって前記制御パネルの中心の前方に配置
された容量性タッチパッドを有し、前記タッチパッド上のタッチ面が、前記制御パネルの
他のユーザ制御の大部分のタッチ面と連続的である前記制御パネルの上面を有する、請求
項１に記載の診断用超音波システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療診断用超音波撮像システムに関し、特に、実行される診断的処置のタイ
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プによって異なる制御を持つ制御パネルを持つ超音波システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療診断用超音波システムは、所望の撮像試験を実行するようにシステムを設定及び制
御する多くのユーザ制御を持つ制御パネルを持つ。所望の試験に対する複数のプリセット
制御パラメータから開始して、オペレータは、設定を実行されるべき特定の試験にユニー
クに適したものに変更するように前記制御を操作する。一度開始制御パラメータが確立さ
れると、試験が始まることができ、同じ及び追加の制御は、前記試験が進行するにつれて
前記システムの能力を変化させるように操作される。例えば、前記オペレータは、撮像モ
ードをＢモード、ドップラ又はＭモードにセットすることができる。画像フィールドのサ
イズ及び角度が、変更されることができ、周波数が、基本又は高調波撮像に対して調整さ
れる。システムゲインは、体内のより深い深度における生体構造をより明らかに区別する
ように調整されることができ、時間ゲイン制御スライダは、関心深度に対して適切なゲイ
ンを与えるように調整される。焦点ゾーンは、異なる深度に対して追加及び再配置される
ことができる。ドップラゲートが生体構造上に配置される場合にスペクトルドップラ表示
のような追加のモードが、試験中に追加されることができる。推定される生体構造及び血
流パラメータの幅広い測定が、行われることができる。これらは、典型的な超音波システ
ム制御パネル上で利用可能な制御及び調整のほんの数例である。
【０００３】
　あらゆる超音波試験が、前記制御パネル上の多くの制御の調整及び使用を要求すること
ができるのに対し、異なるタイプの試験は、わずかに異なる又は大幅に異なるグループの
制御を要求することができる。このように、前記制御パネルは、前記超音波システムの全
ての可変の使用及び機能を提供するように非常に多数のユーザ制御を含まなくてはならな
い。増え続ける制御の数は、異なる機器プロバイダにより異なる形で対処されている。い
くつかは、単純に、前記制御パネル上の機械的制御の数及び／又は密度を増加する。他は
、前記制御パネル上のコンピュータマウス又はトラックボール制御を用いて呼び出す、調
節する及びクリックすることができる、システム表示画面上のソフトキー制御を用いて機
械的制御を増加する。更に他は、ユーザがコンピュータポインティングデバイスを必要と
せずに手で操作及び調整することができる、タッチパネルディスプレイ上のソフトキー制
御を採用している。Andover, MassachusettsのPhilips Healthcareから入手可能なｉＵ３
３心エコー検査システムは、フル実装機械式制御パネル、システム表示画面上のソフトキ
ー及び追加のユーザ制御に対する小さなタッチパネルの３つ全てを持つ。
【０００４】
　超音波システムに対して必要とされる多数の及び異なる様々な制御に取り組む１つのア
プローチは、米国特許６０６３０３０（Vara他）に記載されている。この特許は、制御イ
ンタフェース全体がソフトキーからなる超音波システムに対する仮想制御インタフェース
を記載している。表示画面の主要な部分は、超音波画像に当てられ、前記画面の横のパネ
ルは、撮像試験のタイプ及び段階に適合する制御で満たされる。前記試験の手始めに、前
記横のパネルは、セットアップ制御を含む。一度前記試験が動作中になると、前記横のパ
ネルの表示は、変化し、試験のタイプに適切な制御を含む。前記試験の異なる段階におい
て、前記横パネル表示は、前記試験の特定の段階に適切な制御を与えるように変更される
。前記画像上で測定がなされるべきである場合、例えば、前記横パネルは、測定制御を表
示するように変化する。前記ユーザは、必要とされる場合に特定の制御を呼び出すことも
できる。前記ユーザが、解剖学的モデル上のボディマーカに注釈をつけたい場合、例えば
、ボディマーカ表示及び制御パネルが呼び出され、前記ユーザは、前記試験の結果ととも
に保存されるグラフィックモデルに注釈をつける。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ユーザが絶え間なく変化する仮想制御一式に戸惑うことが、可能である。設定を制御す
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る、より単純かつより直感的なアプローチは、しばしば、好ましい。更に、一部のユーザ
制御が、頻繁に使用されるのに対し、他のものは、特定の環境においてのみ必要とされる
。必要とされる場合に特別な制御を呼び出す能力を持つが、一般的に使用される制御を容
易に手元に持つことは、前記ユーザにとって更に望ましい。加えて、前記一般的に使用さ
れる制御は、前記ユーザが現在の配置及び場所を捜す必要なしに直感的にアクセスするこ
とができるように不変の場所であるべきである。更に、これらの目的は、特定の試験に対
して必要とされる制御を与えることをも含むべきであるのに対し、不要な制御は、前記ユ
ーザのアクセスから除去される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の原理によると、特定の超音波試験に対して必要とされるユーザ制御が、使用可
能であり、不要な制御が、ユーザから隠され、前記ユーザにとって利用可能でも気を散ら
せるものでもない、超音波システムユーザ制御パネルが、与えられる。前記制御パネル上
の前記ユーザ制御は、前記ユーザが常に所定の制御を前記パネル上の同じ場所に見つける
ように、前記制御パネル上の固定された物理的場所にある。構成された実施例において、
利用可能なユーザ制御は、明るくされ、前記ユーザに対して可視であり、現在の試験に関
して必要ではない制御は、暗くされ、不可視である。全ての前記制御は、タッチ作動され
、連続面、暗いガラス板の下に配置され、ほこり及び音響ジェルをトラップする割れ目又
は突起が存在しない。前記連続面は、前記制御パネルが患者及びオペレータの健康及び安
全のために容易に洗浄されることを可能にする。前記制御は、前記超音波システムが依然
としてオンにされている間にスイッチにより全てオフにされることができ、この場合、前
記制御パネル面が洗浄される場合に偶然に作動されることがない。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】従来技術のカート型超音波システムを示す。
【図２】本発明の原理によって構成されたポータブル超音波システムを示す。
【図３】本発明の原理によって構成された超音波システムのブロック図である。
【図４】本発明の原理によって構成された状況によって可変な超音波システム制御パネル
を示す。
【図５】制御パネルを洗浄するために制御が不活性化される場合の図４の制御パネルを示
す。
【図６】図４の制御パネルの内部図である。
【図６ａ】図４ないし６の制御パネルの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　まず図１を参照すると、従来技術の典型的なカート型超音波システムが、図示される。
前記超音波システムは、前記システムに対する電子回路のほとんどを含むメインフレーム
又はシャーシを含む。シャーシ６０は、これが使用される病院又は診療所内の場所まで転
がされることができるようにホイールを取り付けられている。画像ディスプレイ６２は、
シャーシ６０上に取り付けられる。様々な撮像プローブが、前記シャーシ上の３つのコネ
クタ６４に差し込まれうる。シャーシ６０の前側に取り付けられるのは、キーボード及び
表面上にアレイされた制御を持つ制御パネル６６であり、これにより、ソノグラファは、
前記超音波システムを動作し、行われる検査のタイプ又は患者に関する情報を入力する。
図示された超音波システムの制御パネル３６の裏側にあるのは、プログラム可能なソフト
キーが特定の制御機能に対して表示されるタッチスクリーンディスプレイ６８である。前
記ソノグラファは、前記ディスプレイ上のソフトキーの画像に単純に触れることによりタ
ッチスクリーンディスプレイ１８上のソフトキーを選択する。前記タッチスクリーンディ
スプレイの底部にあるのは、一行の制御ノブであり、これらの機能は、各ボタンの直上の
前記タッチスクリーン上のソフトキーラベルによって異なる。前記制御パネルの前にある
のは、トラックボールであり、前記ソノグラファは、画像ディスプレイ６２上の前記超音
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波画像の生体構造を示すように、及び前記トラックボールに隣接したボタンをクリックす
ることにより選択される前記表示画面上のソフトキーを示すように前記画面上のポインタ
又はカーソルを操作するように前記トラックボールを操作する。前記トラックボールの上
及び周りにあるのは、信号ゲインノブ、時間ゲイン制御スライドスイッチ、並びに保存及
び印刷ボタンのような、様々なスイッチ、ボタン及びノブであり、前記ソノグラファは、
これらを操作して、前記超音波システムの撮像パラメータを調節する。前記制御パネルの
多くのノブ、ボタン及びスイッチは、洗浄を困難にし、ほこり及び音響ジェルは、前記制
御の周り及び下に容易にトラップされることができる。
【０００９】
　図２は、本発明のポータブル超音波システムを示す。前記超音波システムの電子装置は
、前記システムのホイール間のベース８０内に配置される。中央カラム７６は、前記カラ
ムの上部において制御パネル４０及び画像ディスプレイ６２を支持する。カラム７６の上
部は、前記制御パネル及び表示画面が調整されうるように、前記カラムの下方部分に対し
て上下に移動するように構成されうる。３つのプローブに対するコネクタは、前記カラム
の前記下方部分に配置される。前記制御パネルは、ノブ、ボタン、スイッチ又は他の突起
を持たないが、プラスチック又は好ましくはガラスの連続的な滑らかなくらい平面を持つ
。前記制御パネルの平らな、滑らかなガラス面は、ほこり、ジェル又は破片をトラップし
ない。
【００１０】
　図２の超音波システムの機能的ブロック図は、図３に示される。前記超音波システムは
、２つの主要なサブシステム、フロントエンド取得サブシステム１０Ａ及び表示サブシス
テム１０Ｂによって動作する。超音波プローブは、前記取得サブシステムに結合され、超
音波を送信し、超音波エコー信号を受信する。前記プローブは、これを、線形（一次元）
行のトランスデューサ素子を用いて行うことができ、又はトランスデューサ素子７０の二
次元マトリクスアレイ及び前記プローブ内に配置されたマイクロビームフォーマ７２を使
用することができる。前記マイクロビームフォーマは、アレイトランスデューサ７０の素
子のグループに加えられる信号を制御する回路を含み、各グループの素子により受け取ら
れたエコー信号のいくらかの処理を行う。前記プローブにおけるマイクロビーム形成は、
前記プローブと前記超音波システムとの間のケーブルにおける導体の数を有利に減少させ
、これは、米国特許５９９７４７９（Savord他）及び米国特許６４３６０４８（Pesque）
に記載されており、高いフレームレートのリアルタイム（ライブ）撮像に対する送信及び
受信に対するビームの電子操作を提供する。
【００１１】
　前記プローブは、前記超音波システムの取得サブシステム１０Ａに結合される。前記取
得サブシステムは、制御パネル４０の制御に応答し、マイクロビームフォーマ７２に制御
信号を提供して、送信及び受信ビームのタイミング、周波数、方向及び焦点に関して前記
プローブに命令するビーム形成コントローラ７４を含む。前記ビーム形成コントローラは
、アナログ‐デジタル（Ａ／Ｄ）コンバータ１８及びビームフォーマ２０の制御により前
記取得サブシステムにより受信されたエコー信号のビーム形成をも制御する。前記プロー
ブにより受信された部分的にビーム形成されたエコー信号は、前記取得サブシステム内の
プリアンプ及びＴＧＣ（時間会陰制御）回路１６により増幅され、次いでＡ／Ｄコンバー
タ１８によりデジタル化される。デジタル化されたエコー信号は、メインシステムビーム
フォーマ２０により完全に操作及び収束されたビームに形成される。取得サブシステム１
０Ａにより生成された前記エコー信号は、表示画面６２上で所望の画像フォーマットで表
示するために前記エコー信号を処理する表示サブシステム１０Ｂに結合される。前記エコ
ー信号は、前記エコー信号をサンプリングし、ビームのセグメントを完全なライン信号に
接合し、信号対雑音比向上又はフロー持続（flow persistence）のためにライン信号を平
均化することができる画像ラインプロセッサ２４により処理される。２Ｄ画像に対する画
像ラインは、当技術分野において既知であるようにＲ－シータ変換を実行するスキャンコ
ンバータ２６により所望の画像フォーマットにスキャンコンバートされる。前記スキャン
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コンバータは、このように、直線又はセクタ画像フォーマットをフォーマットすることが
できる。前記画像は、この場合、画像メモリ２８に記憶され、そこからディスプレイ６２
上に表示されることができる。前記メモリ内の画像は、ユーザ制御４０に応答するグラフ
ィックス生成器３４により生成される、前記画像とともに表示されるべきグラフィックス
をも重ねられ、前記生成されるグラフィックスは、前記ディスプレイの前記画像と関連付
けられる。個別の画像又は画像シーケンスは、画像ループ又はシーケンスの獲得中にシネ
メモリ３０に記憶されることができる。診断に対する画像は、ネットワーク画像メモリ１
２８に記憶されることができる。
【００１２】
　リアルタイム体積撮像に対して、表示サブシステム１０Ｂは、リアルタイム三次元画像
のレンダリングのために画像ラインプロセッサ２４から画像ラインを受け取る３Ｄ画像レ
ンダリングプロセッサ３２をも含む。前記３Ｄ画像は、ディスプレイ３８上にライブ（リ
アルタイム）３Ｄ画像として表示される又は後のレビュー及び診断に対して３Ｄデータセ
ットの記憶のために画像メモリ１２８に結合されることができる。
【００１３】
　心サイクルの特定の相において画像を取得することが望ましい場合に使用するＥＣＧサ
ブシステムが、提供される。ＥＣＧリード５０は、各心拍のＲ波を識別するＱＲＳプロセ
ッサ５２に対してＥＣＧ信号を提供する。前記Ｒ波のタイミングは、特定の心サイクルの
画像を取得するのに使用される。一連の心拍の拡張末期相の画像は、ビーム形成コントロ
ーラ７４に対するトリガ信号生成器５４からのトリガ信号としてのＲ波タイミング及び心
位相ゲート画像が取得されるべきである所望の心位相を選択するのに使用される制御パネ
ル４０の制御を結合することにより取得されることができる。
【００１４】
　本発明の原理によると、図２及び３の超音波システムは、図４、５、６及び６ａに示さ
れるように状況可変（context-variable）制御パネル４０を含む。前記制御パネルの上層
は、光学的に透明な材料の平らなシートである。前記上層は、プラスチック又は他の高分
子のシートにより形成されることができるが、好ましくは、ひっかきに対してより高い耐
性を持ち、病院で見つけられうる溶媒に対してより不浸透性であるようにガラスのシート
４２により形成される。ガラスシート４２は、前記制御パネルの上の滑らかな一様な面を
示す。ガラスシート４２の下側４４は、制御グラフィックスが後面上に映写される場所を
除き、黒又はチャコールのような暗い不透明な色で塗られる。前記映写は、図４に示され
るように個別の制御領域の輪郭を描く透明又は半透明な色である。制御輪郭内にあるのは
、特定の制御により制御される機能を識別するテキスト又はグラフィックシンボルである
。前記グラフィックスは、ベースライン、スケール／焦点、深度及びゲイン制御に対して
示されるように制御に隣接していてもよい。容量性ホイル４６は、特定のホイルの上のガ
ラスに対するオペレータのタッチに対して高感度である映写されたガラスの裏側に接着し
て取り付けられる。グラフィックで輪郭を描かれた制御の領域に対するオペレータによる
タッチは、下のホイルにより感知され、ガラスシート４２及びホイル４６の下のプリント
回路基板８２上の制御パネル電子装置に結合される容量性変化を生成する。制御領域間の
導電体は、前記システムオペレータによる制御領域におけるタッチの感知に応答して超音
波システム電子装置に制御信号を送出する前記プリント回路基板上の回路に個別のホイル
を接続する。
【００１５】
　映写されたグラフィックス及び容量性ホイルを持つガラスシートは、白色バリア層４８
に接着され、白色バリア層４８は、前記白色バリア層の他方の側においてプリント回路基
板８２に固定される。白色バリア層４８は、特定の制御の領域の後ろに９２のようなくぼ
み又はポケットを含む。下にある前記プリント回路基板上に取り付けられたＬＥＤ９４の
ような光源が、下からこれらのくぼみ又はポケット内に延在し、ポケット内のＬＥＤ又は
複数のＬＥＤが照らされる場合に前記ポケットを光で満たす。前記白色バリア層の周囲の
領域は、各制御領域の周りの描かれたガラス板（又は前記ガラス板にラミネート加工され
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た容量性ホイル層）に接し、前記くぼみ（光チェンバ）内の前記ＬＥＤの光を特定の制御
の領域に制限する。バリア層４８内のくぼみは、このように、ＬＥＤの光を特定の制御の
グラフィックス上に分散する光チェンバを持つ拡散器フレームを形成し、前記光を前記制
御グラフィックスに伝え、前記ガラス板との周囲の接点は、前記特定の制御からの光が隣
接した制御の領域内に流れ出ることを防ぐ。構成された実施例において、前記白色バリア
層は、統一された構成ではないが、セクション間のギャップ９８と一緒にフィットするセ
クションから形成される。前記容量性ホイル又はホイル導体は、下にあるプリント回路基
板８２に電気的に接続するようにこれらのギャップを通って延在する。ここに記載される
ように制御パネルを構成するのに適した技術は、RAFI GmbH & Co. KG, Ravensburg, Germ
anyから入手可能である。
【００１６】
　構成された例において、前記光チェンバは、一般に、異なる色の複数のＬＥＤ光源を含
む。制御が、特定の診断手順に対して使用されるべきではない場合、前記制御領域のいず
れのＬＥＤも照らされず、前記光チェンバは、暗く、前記超音波システムのオペレータに
対して前記制御を仮想的に不可視にさせる。前記超音波システムは、ＰＷ又はＣＷモード
で動作しない場合、例えば、ベースライン制御スライダは、暗くされ、前記オペレータに
対して利用不可能である。前記オペレータは、このように、現在の超音波システムモード
又は手順に適用可能である制御のみを提示される。前記構成された例において、現在のモ
ード又は手順において利用可能である制御は、利用可能性を示すように白色ＬＥＤにより
照らされる。前記オペレータが、特定の手順において制御を選択する場合に、前記制御は
、これがアクティブであることを示すようにアンバＬＥＤにより照らされる。例えば、前
記オペレータは、グレイスケールの２Ｄ画像が取得される診断手順を行っていてもよいが
、血流のカラーフロー指標を持つ２Ｄ画像を取得することもできる。２Ｄボタンは、２Ｄ
モードが使用中であることを示すようにこの時間にアンバで照らされ、カラーボタンは、
カラーフロー撮像がこの手順において利用可能であることを示すように白色で照らされる
。前記オペレータが、前記カラーボタンを選択する場合、カラーフロー撮像が開始し、前
記カラーボタンは、カラーフロー機能の選択を示すようにアンバ色に変わる。
【００１７】
　他の例として、前記オペレータは、３Ｄ撮像を実行してもよい。２Ｄ撮像に直ちに切り
替えることが可能である場合、２Ｄ制御は、２Ｄ撮像モードの利用可能性を示すように白
色で照らされ、前記２Ｄ制御を押すことは、システム動作を直ちに２Ｄ撮像に変更する。
【００１８】
　構成された前記制御パネルにおいて、異なる制御は、異なるジェスチャ又はタッチに応
答して異なって動作する。カラー制御は、例えば、単純なオン／オフボタンである。これ
がタッチされる場合、最初に、これはアンバになり、オンであり、再びタッチされる場合
、これは、白色に戻り、オフであるが、後の使用に対して利用可能である。前記２Ｄモー
ドは、デフォルトモードであり、このように２Ｄ制御は一般にアンバであり、稀に白色で
ある。図４の２Ｄボタンの上の４つの制御、ベースライン、スケール／焦点、深度及びゲ
イン制御は、漸進的に増加又は減少されることができる制御機能を動作する。前記ゲイン
制御の上にある矢印を繰り返しタップすることは、前記システム内の心臓増幅器のゲイン
を漸進的に増加させる。前記ゲイン制御の下にある矢印を繰り返しタップすることは、前
記ゲインを段階的に減少させる。前記ゲイン制御の右にあるＴＧＣ制御は、同様に動作す
るように構成されることができ、又は個別の光及びボタンの系列として構成されてもよい
。前記オペレータが、ＴＧＣ制御上の異なるグラフィックドットにタッチする場合、タッ
チされたドットは、より明るく又は異なる色で照らし、特定の制御により加えられたゲイ
ンは、前記ドットの行内のタッチされたドットの場所によって変化する。
【００１９】
　図４及び６の前記制御パネルの下側の中心のタッチパッド４６は、典型的な機械式制御
パネルのトラックボールのように動作されることができる。前記オペレータは、輪郭を描
かれたタッチパッド領域内で指をスライドすることができ、前記表示画面上のカーソル又
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示されるスクリーン機能を選択するために、前記オペレータは、前記タッチパッド領域の
直上のボタン領域の１つをタッチすることができ、又は前記示された機能を選択するよう
に前記タッチパッド上でタップ又はダブルタップすることができる。
【００２０】
　図４は、前記制御の全てが照らされ、利用可能である場合の本発明の構成された制御パ
ネルを示す。実際には、これは、通常は当てはまらない。前記システムオペレータが、表
示画面６２上で選択肢のリストからモード又は手順を選択することにより、撮像モード又
は特定の撮像手順を選択する場合、前記システムは、前記選択されたモード又は試験に適
用可能である制御のみを作動し、照らす。前記選択されたモード又は試験の状況において
必要がない制御は、照らされず、前記オペレータに対して不可視である。前記オペレータ
は、このように、ごちゃごちゃした制御パネル上の不要な制御により乱されない。代わり
に、前記オペレータの注意は、現在の手順に対して有用である制御のみに集中される。
【００２１】
　図４の例の前記制御の識別された機能及び位置は、ガラス上面の後ろの固定されたグラ
フィックスと、照らされる拡散器領域の固定された位置及びこれらの後ろの光パイプとの
両方により、固定される。固定位置にある特定の制御を用いて、オペレータは、これらの
位置に迅速に慣れ、直感的にアクセスする。オペレータは、スキャンされたソフトキーデ
ィスプレイの場合によくあるように、中断し、どこに制御が再配置されたか迷う必要がな
い。前記オペレータは、固定された制御位置を持つ前記制御パネルを使用する場合に、速
やかに快適かつ効率的になる。
【００２２】
　図５は、前記超音波制御の全てが消され、オフにされた場合の図４の制御パネルを示す
。これは、前記制御パネルの左上の隅に示されるオン／オフ制御１００により行われうる
。代わりに、前記制御の全ては、ディスプレイ６２上のような、前記超音波システムの他
の部分に配置されたスイッチにより停止され、消されてもよい。超音波システム制御パネ
ルは、一連の試験中にオペレータにより連続してタッチされた後に頻繁に洗浄を必要とす
ることができる。前記制御パネルは、前記プローブから患者の体への良好な音響的結合を
与えるように前記オペレータにより使用される音響ジェルにより台無しにされることもで
きる。前記制御のいくつかが洗浄中にアクティブである場合、線上の動作は、前記パネル
上の制御を不可避的に作動し、これは望ましくない。オン／オフ制御１００は、前記パネ
ル上の前記制御の全てを停止するのに使用され、これは、前記制御の照明の欠如により視
覚的に示される。前記制御パネルは、この場合、制御パネル制御をランダムに作動するこ
となしに洗浄されうる。滑らかな上面は、従来技術のこぶ、ボタン及びスイッチの典型的
な制御パネルを用いる場合のように、破片をトラップし、洗浄を困難にする突起又は割れ
目を持たないので、前記制御パネルの上面を形成する前記ガラスシートを洗浄することは
、容易かつ効率的である。より快適かつより安全な動作条件は、このように、前記オペレ
ータ及び患者の両方に与えられる。



(9) JP 6113734 B2 2017.4.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 6113734 B2 2017.4.12

【図５】 【図６】

【図６ａ】



(11) JP 6113734 B2 2017.4.12

10

フロントページの続き

(72)発明者  チェン　ジェンヌ
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４
(72)発明者  マルク　ツォルト
            オランダ国　５６５６　アーエー　アインドーフェン　ハイ　テック　キャンパス　ビルディング
            　４４

    審査官  森口　正治

(56)参考文献  特表２０１１－５２３１１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１１９２５９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００　－８／１５　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

